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日
本
の
国
土
面
積
は
三
八
万
平
方
キ
ロ
で
世

界
六
一
位
で
あ
り
、
一
位
の
ロ
シ
ア
の
二
％
程

度
で
し
か
な
い
。
し
か
し
多
数
の
島
々
や
複
雑

な
地
形
の
効
果
で
海
岸
線
の
延
長
は
世
界
六
位
、

海
岸
か
ら
二

0
0
海
里
（
三
七

0
キ
ロ
）
の
沖

合
ま
で
の
海
上
•
海
中
・
海
底
に
存
在
す
る
水

産
資
源

・
鉱
物
資
源
な
ど
に
つ
い
て
探
査

・
開

発

・
保
全

・
管
理
の
権
利
の
あ
る
排
他
的
経
済

水
域

(E
E
N
)
の
面
積
は
四
四
八
万
平
方
キ

口
と
世
界
八
位
で
あ
る
（
図
1
)。

こ
の
広
大
な
海
域
は
海
洋
に
存
在
す
る
多
数

の
島
々
に
よ

っ
て
確
保
さ
れ
て
い
る
。
島
は

「
自
然
に
形
成
さ
れ
、
海
面
が
最
高
に
上
昇
し

た
状
態
で
も
海
面
よ
り
上
部
に
あ
る
陸
地
」
と

定
義
さ
れ
る
が
、
日
本
に
は
北
海
道
、
本
州
、

四
国
、
九
州
、
沖
縄
も
合
計
し
て
一
万
四

―二

五
の
島
が
あ
る
と
さ
れ
、
世
界
で
も
有
数
の
島

国
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
最
北
、
最
東
、

最
南
、
最
西
に
あ
り
、
日
本
の
排
他
的
経
済
水

域
の
確
保
に
貢
献
し
て
い
る
四
島
を
紹
介
す
る
。

し
り
む
し
り
と
う

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
の
南
側
に
あ
る
占
守
島

か
ら
南
西
方
向
に
二

0
以
上
の
島
々
が
点
在
す

る
千
島
列
島
に
は
日
本
と
ロ
シ
ア
の
両
国
に
関

係
す
る
長
期
の
歴
史
が
存
在
す
る
。
江
戸
時
代

初
期
の

一
六
四
四
年
に
幕
府
が
各
藩
に
提
出
さ

せ
た
地
図
を
集
成
し
た

「正
保
御
国
絵
図
」
に

は
ク
ナ
シ
リ
、
エ
ト
ロ
ホ
の
地
名
が
記
戟
さ
れ

て
い
る
し
、
一
七
一
五
年
の
松
前
藩
主
か
ら
幕

府
へ
の
上
申
で
も
千
島
列
島
や
樺
太
は
松
前
藩

領
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。

十
八
世
紀
後
半
に
な

っ
て
ロ
シ
ア
の
帆
船
が

南
下
し
は
じ
め
て
緊
迫
し
た
事
態
と
な
り
、
幕

府
は
千
島
列
島
や
樺
太
を
直
轄
し
、
択
捉
島
を

開
発
す
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
江
戸
末
期
に

な
り
ロ
シ
ア
か
ら
樺
太
と
千
島
列
島
の
国
境
の

画
定
の
要
請
が
あ
り
、
一
八
五
五
年
に
択
捉
島

う
る
っ
ぶ
と
う

と
得
撫
島
の
中
間
に
国
境
を
画
定
し
、
南
側
を

日
本
、
北
側
を
ロ
シ
ア
の
領
土
と
す
る

「日
本

国
魯
西
亜
国
通
好
条
約
」

が
伊
豆
の
下
田
で
調

印
さ
れ
、
一
旦
は
問
題
が
解
決
し
た
。

択
捉
島
（
最
北
）
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図2北方四島

し
か
し
明
治
時
代
に
な
り
ロ
シ
ア
が
南
下
を

再
開
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
一
八
七
五
年
に

「樺
太

・
千
島
交
換
条
約
」

を
締
結
し
、
樺
太

は
ロ
シ
ア
、
千
島
列
島
全
島
は
日
本
の
領
土
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
日
露
戦
争
の
結
果
、
ポ
ー
ツ

マ
ス
条
約
に
よ
っ
て
樺
太
の
北
緯
五

0
度
以
南

が
日
本
に
割
譲
さ
れ
、
一
九
四
五
年
ま
で
日
本

の
領
土
で
あ
っ
た
が
、
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
に

よ
り
最
南
の
四
島
（
択
捉
／
国
後
／
色
丹
／
歯

舞
）
以
外
は
ソ
ビ
エ
ト
の
領
土
に
な
っ
た
（
図

2
)
。
と
こ
ろ
が
日
本
に
帰
属
す
る
四
島
も
ソ
ビ
エ

ト
と
後
継
の
ロ
シ
ア
が
現
在
も
不
法
占
拠
し
た

ま
ま
で
あ
り
、
返
還
を
要
求
し
て
い
る
が
実
現

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
四
島
の
最
北

に
あ
る
択
捉
島
は
南
北
ニ
ー
四
キ
ロ
と
細
長
く
、

面
積
は
＿
＿
＿
一
八
六
平
方
キ
ロ
と
千
島
列
島
の

島
々
で
最
大
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
沖
縄
本

島
の
ニ

・
六
倍
と
い
う
日
本
で
最
大
の
面
積
の

島
で
あ
り
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
後
処
理
の
重
要

な
課
頼
と
な
っ
て
い
る
。

南
鳥
島
（
最
東
）

東
京
か
ら
南
東
に
一
九
五

0
キ
ロ
の
太
平
洋

上
に
一
辺
が
約
ニ
キ
ロ
の
三
角
形
の
小
島
が
存

在
す
る
（
図

3
)
。
面
積
一

・
五
平
方
キ
ロ
、

周
囲
五
・
六
キ
ロ
、
最
高
地
点
の
標
高
が
九
メ

ー
ト
ル
と
い
う
平
坦
な
南
鳥
島
で
あ
る
。
最
も

近
い
陸
地
の
小
笠
原
諸
島
と
の
距
離
で
も
―
二

0
0
キ
ロ
も
あ
る
。
両
島
の
中
間
の
海
底
に
存

在
す
る
日
本
海
溝
の
東
側
に
位
置
す
る
日
本
で

唯
一
の
領
土
で
あ
り
、
一
般
の
船
舶
で
は
東
京

か
ら
五
日
の
航
海
が
必
要
と
い
う
遠
方
に
あ
る
。

近
代
以
後
で
人
間
が
発
見
し
た
の
は
一
五
四

三
年
が
最
初
で
、
ス
ペ
イ
ン
の
東
洋
艦
隊
が
発

見
し
、
以
後
、
ア
メ
リ
カ、

イ
ギ
リ
ス
の
帆
船

も
発
見
し
て
い
る
が
、
一
八
九
六
年
に
南
方
貿

易
事
業
を
し
て
い
た
水
谷
新
六
が
マ
リ
ア
ナ
諸

島
へ
の
航
海
の
途
中
で
偶
然
に
発
見
し
、
羽
毛

や
肥
料
と
な
る
鳥
糞
の
採
取
を
目
的
に
ア
ホ
ウ

ド
リ
の
捕
獲
を
開
始
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
一

八
九
八
年
に
東
京
府
小
笠
原
島
庁
の
所
管
と
し

て
日
本
の
領
土
に
編
入
さ
れ
た
。

昭
和
初
期
に
は
漁
業
の
た
め
一
九
戸
、
三
〇

人
が
入
植
し
て
い
た
が
、
一
九
三
五
年
に
無
人 図3南烏島
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と
な
り
海
軍
が
気
象
観
測
所
を
設
置
し
た
。
太

平
洋
戦
争
の
開
戦
と
と
も
に
何
度
も
ア
メ
リ
カ

海
軍
に
攻
撃
さ
れ
て
占
領
さ
れ
た
が
、
一
九
六

八
年
に
な
っ
て
返
還
さ
れ
て
東
京
都
小
笠
原
村

の
一
部
と
な
り
、
海
上
自
衛
隊
南
鳥
島
航
空
派

遣
隊
が
駐
留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
九
三

年
に
は
ア
メ
リ
カ
沿
岸
警
備
隊
も
撤
収
し
、
以

後
は
海
上
保
安
庁
が
管
理
し
て
い
る
。

こ
の
孤
島
を
中
心
に
半
径
二

0
0海
里
（
三

七
0
キ
ロ
）
の
円
形
の
海
洋
は
日
本
の
排
他
的

経
済
水
域
で
あ
り
、
わ
ず
か
―

•

五
平
方
キ
ロ

．

の
絶
海
の
孤
島
は
日
本
の
陸
地
面
積
の
一

・
一

倍
に
相
当
す
る
四
三
万
平
方
キ
ロ
の
海
域
の
利

用
の
権
利
を
日
本
に
付
与
し
て
く
れ
る
貴
重
な

存
在
で
あ
る
。
さ
ら
に
二

0
1
二
年
に
な
っ
て

東
京
大
学
が
付
近
の
海
底
で
レ
ア
ア
ー
ス
の
鉱

床
を
発
見
し
、
排
他
的
経
済
水
域
を
確
保
す
る

だ
け
で
は
な
い
重
要
な
孤
島
に
な
っ
て
い
る
。

沖
ノ
烏
島
（
最
南
）

東
京
か
ら
ほ
ぼ
真
南
に
一
七

0
0
キ
ロ
の
位

箇
に
存
在
す
る
沖
ノ
鳥
島
は
日
本
の
最
南
端
の

国
土
で
あ
る
。
国
土
と
い
う
と
あ
る
程
度
の
面

積
の
あ
る
土
地
を
想
像
す
る
が
、
沖
ノ
鳥
島
は

周
囲
が
一
ー
キ
ロ
あ
る
環
礁
の
内
側
に
北
小
島

と
南
小
島
と
名
付
け
ら
れ
た
二
個
の
露
岩
が
存

在
す
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
露
岩
も
満
潮
の
時

点
で
は
前
者
が
海
抜
一
六
セ
ン
チ
、
後
者
が
海

抜
六
セ
ン
チ
し
か
な
く
消
滅
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
（
図
4
)
。

実
際
、
一
九
一

110年
に
は
六
個
の
露
岩
が
確

認
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
五
二
年
に
は
五
個
に

な
り
、
一
九
八
七
年
に
は
現
在
も
残
存
し
て
い

る
二
個
に
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
周
囲
の

環
礁
が
波
除
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
一
帯
は

台
風
が
通
過
す
る
場
所
で
も
あ
り
、
そ
の
荒
波

が
環
礁
の
内
側
に
侵
入
し
、
破
損
し
て
次
第
に 図4沖ノ鳥島

減
少
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
二
個
の
岩
礁
に
よ

っ
て
日
本

は
四
三
万
平
方
キ
ロ
の
排
他
的
経
済
水
域
を
確

保
し
て
い
る
の
で
、
消
滅
さ
せ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
た
だ
し
岩
礁
に
直
接
工
事
を
し
て
強

化
す
る
と
排
他
的
経
済
水
域
の
拠
点
と
な
ら
な

く
な
る
の
で
、
一
九
八

0
年
代
か
ら
岩
礁
の
周

囲
に
鉄
製
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
す
る
と
と

も
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
護
岸
工
事
を
し
、
南
小

島
に
つ
い
て
は
上
部
に
チ
タ
ン
で
製
造
し
た
防

護
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
保
護
し
て
い
る
。

こ
の
工
事
に
は
二
八
五
億
円
を
投
入
し
た
た

め
二
個
の
岩
礁
は
日
本
で
最
高
価
格
の
土
地
と

な
っ
た
。
た
だ
し
中
国
が
沖
ノ
鳥
島
は
島
で
は

な
く
岩
だ
と
主
張
し
て
お
り
、
日
本
政
府
は
対

抗
す
る
た
め
に
二

0
1
0年
か
ら
周
囲
に
港
湾

設
備
や
岸
壁
な
ど
を
建
設
し
て

い
る
。
し
か
し

地
球
規
模
で
進
行
し
て
い
る
大
気
温
度
の
上
昇

に
よ
っ
て
海
面
が
上
昇
し
て
い
け
ば
、
こ
れ
ら

の
努
力
も
水
泡
と
な
り
、
四
三
万
平
方
キ
ロ
の

排
他
的
経
済
水
域
が
消
滅
し
か
ね
な
い
。

与
那
国
島
（
最
西
）

九
州
南
端
か
ら
南
西
方
向
に
は

―
二

0
0
キ

ロ
に
も
な
る
南
西
諸
島
と
総
称
さ
れ
る
大
隅
諸

島
、
奄
美
群
島
、
沖
縄
諸
島
、
先
島
諸
島
な
ど

が
連
続
し
、
奄
美
群
島
ま
で
が
鹿
児
島
県
、
そ
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固5与那国島

れ
以
南
が
沖
縄
県
に
帰
属
す
る
。
そ
の
先
島
諸

島
の
最
西
に
存
在
す
る
の
が
与
那
国
島
で
、
そ

の
西
端
が
日
本
の
国
土
の
西
端
で
も
あ
り
、
台

湾
ま
で
の
距
離
は
一
―
ー
キ
ロ
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
地
理
関
係
か
ら
、
与
那
国
島
は

「
国
境

の
島
」

と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
（
図
5
)
。

面
積
二
九
平
方
キ
ロ
の
小
島
で
あ
る
が
、
標

高
二
三

ー
メ
—
ト
ル
の

宇
良
部
岳
が
あ
る
。

与

那
国
島
は
全
体
が
沖
縄
県
与
那
国
町
に
な
っ
て

お
り
、
人
口
は
ニ
ハ

0
0人
強
で
主
要
な
産
業

は
農
業
、
漁
業
、
畜
産
で
あ
る
が
、
日
本
の
西

端
に
あ
る
た
め
、
国
家
安
全
保
障
の
観
点
か
ら

陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
が
二

0
一
六
年
か
ら
設
営

さ
れ
て
沿
岸
監
視
隊
が
配
備
さ
れ
た
結
果
、
自

衛
隊
員
と
家
族
の
二
五

0
人
が
駐
屯
し
、
人
口

の

一
五
％
近
く
に
な

っ
て
い
る
。

し
も
こ
し
き
し
ま

鹿
児
島
県
の
離
島
の
下
甑
島
で
四

0
年
近
く

僻
地
医
療
に
従
事
さ
れ
た
瀬
戸
上
健
二
郎
医
師

の
活
動
を
紹
介
し
た

「
D
r
．
コ
ト
ー
診
療

所
」
は
累
計
―
二

0
0
万
部
以
上
も
発
行
さ
れ

た
人
気
コ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
が
、
二

0
0
三
年
か

ら
二

0
0
六
年
ま
で
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
番
組
と
し

て
放
送
さ
れ
た
。
そ
の
番
組
が
与
那
国
島
で
撮

影
さ
れ
た
結
果
、
登
場
す
る
漁
港
、
牧
場
、
役

場
な
ど
は
「
聖
地
巡
礼
」
の
対
象
と
な
り
、
観

光
客
数
の
増
加
に
貢
献
し
て
い
る
。

与
那
国
島
の
風
景
は
南
洋
の
小
島
の
よ
う
で

あ
る
が
、
地
元
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
イ
ン
ス
ト
ラ

あ
ら
た
11
き

11ち
ろ
う

ク
タ
ー
を
し
て
い
る
新
嵩
喜
八
郎
が
一
九
八
六

年
に
南
側
に
あ
る
新
川
鼻
の
水
深
二
五
メ
ー
ト

ル
程
度
の
海
底
で
奇
妙
な
地
形
を
発
見
し
た
。

人
工
の
石
段
の
よ
う
な
岩
石
で
構
築
さ
れ
て
い

る
遺
跡
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
人
工
の
構

造
物
と
い
う
見
解
と
自
然
の
造
形
と
い
う
見
解

が
対
立
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
保
存

す
べ
き
地
形
と
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

日
本
民
族
の
祖
先
は
農
耕
民
族
と
い
う
の
が

一
般
の
理
解
で
あ
る
が
、

三
世
紀
末
に
中
国
で

刊
行
さ
れ
た
史
書

「魏
志
倭
人
伝
j

に
は
、
当

時
の
日
本
で
あ
る
邪
馬
台
国
に
つ
い
て
「
倭
人

は
潜
水
し
て
魚
貝
を
捕
獲
し
て
い
る
」
と
記
録

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
出
自
は
海
洋
民
族
で
あ

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら

す
る
と
、
日
本
が
世
界
八
位
の
排
他
的
経
済
水

域

(E
E
N
)
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
は
大
変

に
重
要
な
特
性
で
あ
る
。

か
つ
て
海
洋
が
も
た
ら
す
資
源
は
漁
獲
が
中

心
で
あ

っ
た
。
し
か
し
最
近
で
は
海
水
か
ら
希

少
金
属

（レ
ア
メ
タ
ル
）
を
回
収
し
、
海
底
か

ら
は
希
少
金
属
だ
け
で
は
な
く
石
油
の
掘
削
も

期
待
さ
れ
、
海
洋
は
陸
地
以
上
の
資
源
の
宝
庫

に
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。
現
在
の
技
術
で
は
陸
上

の
資
源
よ
り
も
採
取
は
割
高
で
あ
る
が
、
技
術

開
発
に
よ
っ
て
海
洋
資
源
を
開
発
し
て
資
源
大

国
に
な
る
こ
と
は
今
後
の
日
本
に
と
っ
て
重
要

な
目
標
で
あ
る
。
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